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小田原文学館管理運営事業について 

（小田原文学館庭園等整備事業） 

 

１ 目 的 

 小田原市歴史的風致維持向上計画（第２期）に基づき国登録有形文化財で

ある小田原文学館の庭園等整備を行い、歴史的風致の維持向上を図る。 

 

２ 事業概要 

 旧観の復元、建物との調和、美観の向上などに配慮するとともに、管理機

能の強化と安全性の向上を図るため、庭園整備実施設計に基づき、歴史的背

景を踏まえた内容の整備工事を実施する。 

 

３ 経 緯 

  平成23年（2011年）６月  小田原市歴史的風致維持向上計画（第１期） 

               策定 

  平成24年（2012年）10月  同計画に基づき小田原文学館を歴史的風致 

               形成建造物に指定 

  令和３年（2021年）３月  小田原市歴史的風致維持向上計画（第２期） 

               策定 

  令和５年（2023年）３月  同計画に基づく小田原文学館整備活用事業 

               として庭園整備基本計画策定 

  令和６年（2024年）７月  庭園等整備実施設計完了 
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４ 庭園等整備実施設計の基本方針 

  「小田原の別邸文化を味わう近代庭園の復元と活用」 

大正から昭和初期にかけて造営された近代庭園の特徴をよく表した庭

園として、かつての姿に可能な限り近づけ、田中光顕別邸往時をしのばせ

る野趣あふれた景観の演出を図る。 

 

５ 主な整備予定箇所 

 (1) 旧観の復元 

  ア 洋風庭園の植え込み地・車廻しの舗装・和風庭園の池周辺は、調査結 

    果から推測される旧観を復元。 

  イ 芝庭の井戸及び枯れ池周辺の低木類を整理、井戸ポンプを修繕。 

  ウ 全体的に実生で増えた樹木を除去、樹形が大きくなった樹木を剪定。 

 (2) 景観・美観向上 

  ア 既存の敷地境界柵、舗装など美観を損ねている施設等を再整備。 

  イ 建物とのバランスを欠いた樹冠を整え、植え込み地は計画的に植栽。 

  ウ ベンチやサイン類は、景観に配慮し、配置や形状について再整備。 

 (3) 回遊拠点の整備 

  ア 駐輪スペースを整備。 

 (4) 安全・安心の整備 

  ア 排水勾配の改修や排水設備の増設、砂利舗装により排水性強化。 

  イ バリアフリールートの整備、和風庭園の池への安全性の強化。 

  ウ 倒壊の恐れのある敷地境界塀や門などの既存の施設の劣化修理。 

 (5) 道路後退 

  ア 狭あい道路における道路後退を実施。 
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(5)道路後退 

小田原文学館 

(2)景観・美観向上 

※園内全体の樹木 

(1)c 旧観の復元 

    洋風庭園植え込み

(2)b 景観・美観向上 

    敷地境界柵改修 

(4)a 安全・安心の整備 

    排水強化 

(4)b 安全・安心の整備 

    敷地境界塀改修 

(1)b 旧観の復元 

    井戸ポンプ 

(1)d 旧観の復元 

    芝庭の井戸及び枯れ池

(1)a 旧観の復元 

    車廻しの舗装 

(3)回遊拠点の整備 

   駐輪スペース 

(2)a 景観・美観向上 

    敷地境界柵改修 

(4)c 安全・安心の整備 

    バリアフリー 

敷地北側 

西海子小路 

市
道
２
０
２
８ 

至白秋童謡館 
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(2)d 景観・美観向上 
    舗装 

白秋童謡館 

(4)e 安全・安心の整備 

    バリアフリー 

(2)c 景観・美観向上 

    敷地境界柵改修 

敷地南側 

(4)f 安全・安心の整備 

    門の修理 

(4)d 安全・安心の整備 

    池への転落防止 

(2)景観・美観向上 

※園内全体の樹木 

(1)e 旧観の復元 

    和風庭園池周辺 

(2)e景観・美観向上 

    舗装 

(2)f 景観・美観向上 

    敷地境界柵 

至小田原文学館 
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６ 予算額 

  1,047 千円 

  （令和６年度～８年度 継続事業 継続費設定額 160,000 千円） 

  内訳 工事監理料、庭園等整備工事請負費 

                             （単位：千円） 

 事業費 
財 源 

国庫支出金 地方債 一般財源 

令和６年度 1,047 284 600 163 

令和７年度 142,823 60,760 73,800 8,263 

令和８年度 16,130 8,065 7,200 865 

合   計 160,000 69,109 81,600 9,291 

 

７ 財 源 

  社会資本整備総合交付金（街なみ環境整備事業）（国１/２） 

 

８ スケジュール 

  令和６年（2024年）12月以降  契約締結、工事着手 

  令和８年（2026年）７月    竣工 
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資格確認書等作成・封入封かん委託料について 

 

１ 目的・事業概要 

 令和６年（2024 年）12 月２日以降、従来の被保険者証が発行されなくなり、マイ

ナ保険証を基本とする仕組みに移行し、マイナ保険証保有者には医療保険加入状況

を記載した「資格情報のお知らせ」、マイナ保険証非保有者には被保険者証に代わる

「資格確認書」が交付される。 

発行済みの被保険者証は、証に記載された有効期日（本市国民健康保険では令和

７年（2025 年）７月 31 日）まで利用できることから、有効期日前に全ての被保険

者に対し、「資格情報のお知らせ」または「資格確認書」を発行し、送付する必要が

ある。 

これらの封入封かん作業は、同時期に全国の自治体等で事業者に発注するため、

令和７年度当初予算措置では受託業者の確保が難しいことから、令和６年度債務負

担行為を設定し、早期に契約締結を行う。 

 

 ※「資格情報のお知らせ」及び「資格確認書」には、氏名・医療保険の被保険者番号・保

険者情報等が記載される。 

※被保険者は令和６年９月末時点で 35,032 人。 

 

２ スケジュール 

令和７年  １月 契約締結 

    ２～６月 受託事業者との調整、資格確認書等の作成 

      ７月 封入封かん、発送 
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多様な集団活動支援事業について 

（子ども・子育て支援事業計画推進事業） 

 

１ 目 的 

子ども・子育て支援法の規定に基づく地域子ども・子育て支援事業として、

地域における小学校就学前の子どもを対象とした多様な集団活動事業を利

用する幼児にかかる利用料に関する支援を行うことにより、保護者の経済的

負担の軽減を図る。 

 

２ 事業概要 

地域における小学校就学前の子どもを対象とした多様な集団活動事業を

利用する、幼児教育・保育の無償化の給付を受けていない満３歳以上の幼児

の保護者に対し、対象幼児１人当たり月額２万円を上限に、負担した利用料

の一部を支給する。 

 

３ 予算額 

   扶助費 1,200 千円 

 

４ 財 源 

  子ども・子育て支援交付金（国１/３、県１/３） 

 

５ スケジュール 

  令和６年（2024年）12月 実施要綱整備、事業周知 

  令和７年（2025年）１月 事業者から施設等基準適合審査の申請受付、

決定通知 

           ３月 対象幼児の保護者から支給申請受付、支給決

定、支給 
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新病院カフェ導入事業について 

 

１ 経 緯 

小田原市立病院の新病院においては、患者等の利便性及び勤務中施設外で食事

をとることが難しい病院スタッフの福利厚生の向上を図ることを目的とし、２階

に軽食も提供するカフェを導入することとしている。 

そこで、カフェ出店に係る工事等の初期費用は借受人の負担という条件で、複

数事業者へのサウンディングを経て、令和６年（2024 年）３月 12 日にカフェの設

置及び運営を行う事業者を公募型プロポーザルにより募集したが、応募者がなく

不調に終わった。 

これを受け、各事業者に対して再度サウンディングを行ったところ、複数事業

者から、採算の問題で出店に係る初期費用を回収できる見込みがないため応募し

なかったが、病院で初期費用を負担するのであれば、出店についての検討が可能

であるとの回答を得たため、対応方法を検討することとした。 

 

２ 対応案 

新病院においては、自ら初期費用を負担してでもカフェの導入は必要不可欠で

あり、また、カフェ部分の給排水工事等が新病院建設工事に影響するため、早期

にカフェ事業者を決定する必要がある。 

そこで、「小田原市プロポーザル方式の実施に関するガイドライン」に基づき、再

プロポーザルを行うこととし、病院の負担額に関して以下のとおり債務負担行為を

設定した上で、予算成立後に速やかにカフェ事業者を選定し、貸付契約を締結する。 

 

３ 債務負担行為の設定 

  令和６年度から令和８年度までとし、病院負担見込額に関して限度額 7,000 万

円の債務負担行為を設定する。 
 

※令和６年度が０円、令和７年度が 10,000 千円、令和８年度が 60,000 千円。 

事項 期間 限度額（千円） 

新病院カフェ導入事業費 
令和６年度から 

令和８年度まで 

（予算計上額   0） 

 70,000  
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新病院建設事業（インフレスライド等に係る補正）について 

１ 事業概要 

新病院建設工事の工事請負契約締結後における、資材や労務に係る市場の実勢

単価変動を請負金額へ的確に反映させるため、受注者からの請求に基づき、工事

請負契約書約款のインフレスライド条項を適用し、適用基準日である令和６年

（2024 年）７月２２日以降の残工事について、実勢単価による適正な請負金額へ

増額する。 

本工事の財源のうち神奈川県県立病院機能集約事業費補助金については、令和６年

７月１９日に締結した工事請負契約の変更（増額）に伴い、補助金の額が増額す

る。 

これにより、支出の工事請負費及び収入の県補助金等をそれぞれ増額補正する

とともに、継続費の変更を行う。 

 

２ 工事費の増額金額 

  522,531 千円（令和６年度 230,000 千円、令和７年度 292,531 千円） 

 

３ 継続費の変更 

 
年度 

年割額 

（千円） 

左の財源内訳（千円） 

企業債 国県支出金 
損益勘定 
留保資金等 

補正前の額 

５ 781,200 781,200   

６ 10,103,200 8,553,300 1,549,803 97 

７ 15,995,600 13,595,600 2,400,000  

計 26,880,000 22,930,100 3,949,803 97 

補正額 

５     

６ 230,000 226,200 3,786 14 

７ 292,531 292,500  31 

計 522,531 518,700 3,786 45 

補正後の額 

５ 781,200 781,200   

６ 10,333,200 8,779,500 1,553,589 111 

７ 16,288,131 13,888,100 2,400,000 31 

計 27,402,531 23,448,800 3,953,589 142 
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４ インフレスライド金額 

（１）要因 ※物価変動の影響が大きい工事項目及び資材等 

工事項目 
変動金額 

(億円) 
影響の大きい資材・労務 

電気設備工事 
1.65 

ケーブル、盤類、変圧器、自動火災報知設備、放送設備 

電工 

給排水衛生設備工事 
1.30 

消火設備、給排水ポンプ、医療ガス 

配管工、設備機械工 

空調設備工事 
0.47 

銅管、冷温水発生器、空調チラー 

設備機械工、ダクト工、保温工 

鉄骨工事 0.39 鉄骨工 

内装工事 0.33 内装工 

その他（20 項目） 1.08  

 

（２）インフレスライド金額の算定                 （単位：円） 

契約金額(税抜)  24,434,679,000  

物価変動対象金額(税抜) ａ 22,909,080,000 R6.7.19 変更前 

出来高金額(税抜) ｂ 2,548,307,942 出来高11.1％ 

物価変動反映前残工事金額(税抜) Ａ=ａ-ｂ 20,360,772,058  

物価変動反映後残工事金額(税抜) Ｂ 21,039,407,276  

スライド金額(税抜) Ｃ=Ｂ-Ａ-(Ａ×1%) 475,027,498  

スライド金額(税込)  522,530,247  
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三の丸小学校の通常学級数増への対応について 

１ 目 的 

三の丸小学校は、学区内のマンション建設等に伴う児童数増の影響から、

令和７年度（2025 年度）は通常学級が１学級増える見込で、普通教室が１室

不足することから、ＰＴＡ会議室を普通教室に改修し対応する。 

また、令和８年度（2026 年度）以降も通常学級数の増加が見込まれている

ことから、学区指定変更制度の変更を行うため学区審議会を開催する。 

 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 

児童数 613 人 645 人 638 人 654 人 652 人 

通常学級数 18 学級 18 学級 20 学級 21 学級 23 学級 

※令和７・８年度は学事データをもとにした推計による。 

２ 事業概要及び予算額 

（１）教室等改修費 17,855 千円 

ア  ＰＴＡ会議室を普通教室に改修する（空調等設置、校内無線アクセス

ポイント増設等）。 

イ 児童用更衣室をＰＴＡ会議室に転用することに伴い、児童用更衣室が

不足するため、各教室で着替えができるよう、開閉可能な間仕切りを設

置する。 

（２）学区審議会開催費 197 千円 

ア 学区指定変更制度の変更等について審議する。令和６年度中に２回、

令和７年度中に１回開催予定。 

３ スケジュール 

  令和７年（2025 年）１月～ 教室等改修（～３月） 

令和７年（2025 年） １月～ 学区審議会実施（全３回実施予定） 

令和７年（2025 年） ９月～ 制度変更の周知 

  令和８年（2026 年）４月～ 制度運用開始 



12 

４ 令和６年度三の丸小教室配置図 

 

 



13 

中学校特別教室空調設備設置実施設計委託料について 

 

１ 事業概要 

特別教室の空調設備は、令和６年度（2024年度）で小学校への設置が一巡し、令

和７年度（2025年度）及び令和８年度（2026年度）の２カ年で中学校（11校）に設

置する計画としている。 

小学校については、市職員が設計を行っていたが、中学校については、小学校と

比較して１校あたりの設置室数が多く、設計内容が複雑となることから11校分の実

施設計を外部委託により実施する。 

２ 事業内容 

・中学校（11校）の特別教室空調設置の実施設計を行う。 

・令和７年度は５校設置する予定（国庫補助要望中）。 

設置予定年度 設置予定校 

令和７年度 白鴎中 白山中 城南中 国府津中 城北中 

令和８年度 城山中 鴨宮中 千代中 酒匂中 泉中 橘中 

（参考） 

 小学校 中学校 

平均整備（予定）室数 約２.６教室／校 約７.５教室／校 

３ 予算額 

  委託料  70,246千円 ※繰越明許 

４ スケジュール 

  令和７年（2025年）１月 契約締結 

           ３月 令和７年度設置分の工事費・工事監理費を予算計上 

           ９月 設計完了 

  ※完了次第、令和７年度設置分の工事執行を進める。 

  令和７年度設置分：令和８年（2026年）１月頃設置完了予定 

  令和８年度設置分：令和８年８月頃設置完了予定 
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給食調理場空調設備設置借上料について 

１ 事業概要 

  給食調理員の労働環境改善を図るため、空調設備未設置の給食調理場を対

象に、手法や効果を検証しながら令和４年度から毎年度２場ずつ設置して

きたが、労働環境の改善は喫緊の課題であることから、残りの給食調理場

16 場へ、リース方式（10 年）で一括整備する。 

２ 設置場 

年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 今回設置 

設置校 
久野小学校 

千代小学校 

芦子小学校 

豊 川 学 校 給 食

共同調理場 

富士見小学校 

国 府 津 学 校 給

食共同調理場 

単独調理校：15 校 

共同調理場：１場 

※令和７年度（2025 年度）に整備する給食調理場 

単独調理校：三の丸小学校、新玉小学校、足柄小学校、大窪小学校、早川小学校、 

山王小学校、富水小学校、町田小学校、下府中小学校、桜井小学校、 

酒匂小学校、曽我小学校、東富水小学校、矢作小学校、報徳小学校 

共同調理場：橘学校給食共同調理場 

※片浦小学校は平成 24 年度に設置済。 

※令和７年（2025 年）４月に開業予定の学校給食センターは空調完備。 

３ 事業費 

令和６年度債務負担行為設定 

（令和６年度～令和 17 年度 限度額 1,254,231 千円）         

   

 

 

 

 

 

 

 

４ スケジュール 

  令和７年２月 契約締結 

      ５月 空調設備設置工事着手 

      ９月 空調設備設置工事完了 

期 間 計 

令和６年度 (0)千円 

令和７年度 62,712 

令和８～16 年度 各 125,423 

令和 17 年度 62,712 

計 1,254,231 


